
第 51 回 全日本産業別柔道大会結果報告 

 
 
 第 51 回全日本産業別柔道大会（主催＝全日本実業柔道連盟、主管＝東日本実業柔
道連盟、後援＝（財）全日本柔道連盟、（財）講道館、朝日新聞社）は、平成 15 年
11月 23日（日）講道館にて開催され、１部６チーム、２部６チームに分かれ、熱戦
が展開された。社団法人日本柔道整復師会は医療・接骨部門の代表として出場（１部）

したものの、予選リーグで強豪の繊維部門に敗れ決勝進出はならなかった。 
 繊維部門は決勝戦で通信警備部門を降し 34回目の優勝を飾った。 
 
 
 
 医療・接骨チームは日頃、柔道整復師として、国民医療・地域医療に携わりながら、

少年柔道の振興に情熱を燃やし、日々自らも稽古に励む日整会員を中心に、柔道整復

専門学校の学生を加えてチームが編成された。 
 開会式では、山口信夫・全日実連会長（日本商工会議所会頭）より、「半世紀にわ

たる産業別柔道大会の果たしてきた役割は、日本柔道界を常にリードしてきたもので

あり、昨今は医療・接骨部門等の台頭が顕著である」との、私ども柔整師界への温か

い励ましの言葉があった。 
 
 
▽１回戦 
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▽２回戦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 昨年２部優勝し１部に復帰した医療・接骨部門は、１回戦運輸部門と対戦。藤田が

幸先よく砂原に優勢勝ちを収めると、雑賀・森川・岩下・吉田で５対０とリード、中

島が引分けに終わったものの、松本が左からの豪快な背負投げを決め、勝利を決めた。 
 ２回戦、旭化成を中心とした全日本級の選手を擁する繊維部門と対戦するも、先

鋒・藤田が総合負けし、雑賀が強烈な内股で追いつくも、桂以下が相手の術中にはま

り完敗。松本・佐藤が一矢を報いるも３対７にて惜敗した。 
 医療・接骨部門は１勝１敗となり、予選リーグは勝ち上がれなかったものの、次年

度の１部残留が決定した。 
 なお、第１部の優秀選手（５名）に、松本太一選手（了徳寺学園）が選出された。 
 また、功労者表彰では、中谷弘選手（[社]山口県柔道整復師会）が出場 10回の表彰
を受けた。中谷選手の日々の精進に敬意を表すると同時に今後の更なる活躍を期待し

たいと思います。 
 

（社）日本柔道整復師会理事・渕辺吉博 
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